
  

議会録画中継配信中
詳しくは、芦屋町ホームページをご覧ください。

なお、配信の開始は本会議終了から７日後（休日の

ぞく）になります。

録画中継

浜運動会（令和元年５月 12 日撮影）
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熱いおもいで１２人　の新体制スタート！

議会だよりあしやです2019 年６月１日　第 201 号 ②

議長に　横尾武志議員
副議長に　内海猛年議員を選出

副
議
長

議
　
長

本
ほん

田
だ

　 浩
ひろし

58 歳・1期目

信
のぶ

国
くに

　 浩
ひろし

57 歳・1期目

委
員
長
　
　
辻
本
　
一
夫

副
委
員
長
　
長
島
　
　
毅

委
　
員
　
　
横
尾
　
武
志

委
　
員
　
　
妹
川
　
征
男

委
　
員
　
　
本
田
　
　
浩

委
　
員
　
　
信
国
　
　
浩

委
員
長
　
　
松
岡
　
　
泉

副
委
員
長
　
萩
原
　
洋
子

委
　
員
　
　
川
上
　
誠
一

委
　
員
　
　
小
田
　
武
人

委
　
員
　
　
内
海
　
猛
年

委
　
員
　
　
中
西
　
智
昭

委
員
長
　
　
川
上
　
誠
一

副
委
員
長
　
長
島
　
　
毅

委
　
員
　
　
本
田
　
　
浩

委
　
員
　
　
信
国
　
　
浩

委
　
員
　
　
萩
原
　
洋
子

委
　
員
　
　
中
西
　
智
昭

総
　
務
　
財
　
政

常
任
委
員
会

民
　
生
　
文
　
教

常
任
委
員
会

議
　
会
　
広
　
報

常
任
委
員
会

　

議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
に
就
任
す
る

こ
と
と
な
り
、ま
こ
と
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
私
は
、

全
身
全
霊
を
打
ち
込
ん
で
事
に
あ
た
り
、
公
正
を
旨

と
し
、
議
会
の
円
滑
な
る
運
営
を
は
か
り
、
芦
屋
町

の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
、地
方
自
治
の
振
興
の
為
に
、

全
力
を
つ
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
し
か
し
浅
学
非
才
の
身
で
あ
り
、
皆
様
の
ご
協
力

な
し
に
は
、
議
長
の
重
責
を
全
う
す
る
こ
と
は
、
不

可
能
で
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新　

体　

制

３
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

横
よこ

尾
お

　武
たけ

志
し

77 歳・7期目

内
うち

海
うみ

　猛
たけ

年
とし

68 歳・3期目

妹
いも

川
かわ

　征
いく

男
お

74 歳・3期目

松
まつ

岡
おか

　　泉
いずみ

66 歳・2期目



熱いおもいで１２人　の新体制スタート！

議会だよりあしやです2019 年６月１日　第 201 号③

　統一地方選挙後の初議会（第 2 回臨時会）が、５月１３日に１日限りの日程で開会

されました。

　初議会では、まず議長の選挙が行われ、引き続き副議長の選挙、各常任委員会委員

や議会運営委員会委員の指名、一部事務組合議員の選挙などが行われました。

　議長選挙の結果、横尾議員が最多得票で議長に当選し、副議長には内海議員が最多

得票で当選しました。各委員会等の委員については次のとおり決定し、新しい体制が

スタートしました。

萩
はぎ

原
わら

　洋
ひろ

子
こ

56 歳・1期目

長
なが

島
しま

　 毅
つよし

47 歳・1期目

中
なか

西
にし

　智
とも

昭
あき

45 歳・1期目

委
員
長
　
　
小
田
　
武
人

副
委
員
長
　
信
国
　
　
浩

委
　
員
　
　
辻
本
　
一
夫

委
　
員
　
　
妹
川
　
征
男

委
　
員
　
　
松
岡
　
　
泉

委
　
員
　
　
中
西
　
智
昭

　
　
辻
本
　
一
夫

　
　
内
海
　
猛
年

　
　
中
西
　
智
昭

　
　
川
上
　
誠
一

　
　
本
田
　
　
浩

議
会
運
営
委
員
会

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域

行
政
事
務
組
合
議
会

福
岡
県
介
護
保
険

広
域
連
合
議
会

監
　
査
　
委
　
員

新　

体　

制

３
月
定
例
会

一 
般 
質 

問

川
かわ

上
かみ

　誠
せい

一
いち

65 歳・6期目

小
お

田
だ

　武
たけ

人
と

75 歳・4期目

辻
つじ

本
もと

　一
かず

夫
お

70 歳・4期目



　

３
月
定
例
会

会　計　名 予　算　額 前年度比

一般会計 80 億 1600 万円 △ 1.2％

地方独立行政法人芦屋中央病院貸付金特別会計 4 億 5657 万円 51.1％

国民健康保険特別会計 16 億 8139 万円 0.5％

後期高齢者医療特別会計 2 億 4809 万円 3.5％

国民宿舎特別会計 1 億  795 万円 △ 18.9％

給食センター特別会計 1 億 3847 万円 1.0％

モーターボート競走事業会計 957 億 1258 万円 △ 1.1％

公共下水道事業会計 7 億 3635 万円 △ 0.7％

注１

31年度の予算状況 ※１万円未満　切り捨て

未来のため　　に全力で！
年度 こんなことをします。一般会計80億1600万円

　
第
１
回
定
例
会
が
、
平
成
31
年
３
月
5
日
か
ら
18
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

6
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
4
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　
条
例
、
補
正
予
算
、
新
年
度
予
算
な
ど
26
議
案
が
上
程
さ
れ
、
25
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

※注１　地方独立行政法人芦屋中央病院貸付金特別会計

　病院が借り受ける過疎債や病院債を町を経由して病院に支出する会計。

通学費補助金事業

約１７４０万円

町民会館改修工事

約 2億 3000 万円

　町民会館の空調設備を全館改修します。

　また、1 階の大ホールの天井を耐震天井

に改修し、照明のＬＥＤ化も行います。

　小・中学生、高校生等が通学に際して、定

期券等を購入するための費用の補助を充実さ

せます。

◆内容◆

・定期券購入額の 2 分の 1（１つの公共機関に限る）

・高校生等で定期券を購入しない場合や公共

　交通機関を利用しない場合は年額 2 万円

※詳しくは学校教育係へお問い合わせください。

新　

体　

制

３
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

議会だよりあしやです2019 年 6 月 1日　第 201 号 ④



未来のため　　に全力で！
年度 こんなことをします。一般会計80億1600万円31

一般会計歳出（使いみち）一般会計歳入（財源）

中学校トイレ改修工事

約 1億 3000 万円

　昨年に引き続き浚渫工事を行います。浚渫

工事を行うことによって、水深が深くなり、

漁船の航行の安全性を保ちます。

　また、1 号、2 号物揚場を改修します。３

号物揚場は改修の設計委託を行います。

柏原漁港機能保全事業

1億 6900 万円

　中学校の和式トイレを洋式トイレに改修す

るとともに、バリアフリーに対応した整備を

行うことで、過ごしやすい学校環境づくりに

努めます。

新　

体　

制

３
月
定
例
会

一 
般 
質 

問

平成

※新元号施行以前の作成のため、平成で標記しています。

歳入
80億1,600万円

歳出（目的別）
80億1,600万円

町税
12億2346万円

民生費
21億7465万円

教育費
10億1707万円

総務費
16億1061万円

土木費
8億3661万円

衛生費
6億7298万円

公債費
7億9807万円

その他
9億601万円

繰入金
5億1660万円

使用料ほか
2億2981万円

その他
9億4875万円

地方交付税
22億2000万円

国庫支出金
10億1675万円

自主財源 36％

県支出金
4億8326万円

町債
9億9860万円

地方消費税交付金
2億6926万円

その他
1億951万円

依存財源 64％

議会だよりあしやです2019 年 6 月 1日　第 201 号⑤



【
地
方
債
】

町
の
借
入
見
込
額
が
90
億
９
１
４

５
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
質

的
な
町
の
借
入
額
の
返
還
は
い
く
ら
に

な
る
の
か
。

臨
時
財
政
対
策
債
は
１
０
０
％
、

過
疎
債
は
70
％
が
交
付
税
と
し

て
措
置
さ
れ
る
た
め
、
町
が
実
質
返
還

す
る
額
は
2
割
程
度
の
約
18
億
円
と
な

る
。

町
の
借
入
総
額
に
対
す
る
実
質

公
債
費
比
率
は
い
く
ら
か
。
ま

た
、
自
治
体
の
財
政
健
全
化
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

平
成
29
年
度
の
比
率
は
８
．
３
％

と
な
っ
て
お
り
、
国
が
示
す
健

全
化
基
準
を
超
え
て
お
ら
ず
、
問
題
は

な
い
。

【
が
ん
ば
れ
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
】

が
ん
ば
れ
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
の
予
算
が
昨
年
の
３
倍
の

１
７
２
８
万
円
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
数
を
増
や
す
こ
と
や
返

礼
品
の
充
実
を
図
る
こ
と
な
ど
に
よ
り

納
税
を
確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
】

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の

概
要
は
。

消
費
税
・
地
方
消
費
税
率
10
％

へ
の
引
き
上
げ
が
低
所
得
者
・

子
育
て
世
帯
（
3
歳
未
満
児
）
の
消
費

に
与
え
る
影
響
を
緩
和
し
、
地
域
に
お

け
る
消
費
を
喚
起
す
る
目
的
で
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
す
る
。

◆
購
入
対
象
者
　

　
①
平
成
31
年
度
住
民
税
非
課
税
者

　
②
３
歳
未
満
の
子
が
属
す
る
世
帯
主

◆
商
品
券

　
券
額
面
2
万
5
千
円
（
販
売
額
2
万

　
円
）

◆
使
用
開
始
予
定

　
平
成
31
年
10
月

【
タ
ウ
ン
バ
ス
事
業
】

タ
ウ
ン
バ
ス
事
業
の
収
支
状
況

は
。

利
用
者
の
タ
ウ
ン
バ
ス
使
用

料
予
算
は
２
９
０
０
万
円
、

タ
ウ
ン
バ
ス
運
行
事
業
費
予
算
は

７
０
０
８
万
円
で
国
か
ら
の
補
助
金
等

を
差
し
引
く
と
約
２
０
０
０
万
円
の
赤

字
と
な
る
が
、
調
整
交
付
金
基
金
事
業

を
充
て
る
。

【
保
育
の
充
実
】

保
育
所
・
幼
稚
園
の
無
料
化
は
。

平
成
31
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
、

対
象
世
帯
は
、
０
～
２
歳
児
が

い
る
場
合
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
、
３

～
５
歳
児
の
い
る
世
帯
は
全
世
帯
が
対

象
に
な
る
。

ふるさと納税返礼品の芦屋みりん干し

平
成
31
年
度
予
算
　
質
疑
・
討
論

答 問 一
般
会
計
予
算　

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

新　

体　

制

３
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

問答

問答

問

問答

答問答

注
２

※
注
２
：
実
質
公
債
費
比
率

町
の
標
準
的
な
収
入
に
対
し
て
公
債
費

に
充
て
る
一
般
財
源
の
割
合

注
３

※
注
３
：
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と

き
の
入
口
と
な
る
サ
イ
ト

議会だよりあしやです ⑥2019 年 6 月 1日　第 201 号



【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
事
業
】

学
校
Ｉ
Ｃ
Т
支
援
業
務
委
託
で

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
リ
ー
ス
料
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
各
学
校
に
何
台
配

置
す
る
の
か
。

学
校
の
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
を
整
備
し
、

教
師
に
は
各
自
1
台
、
生
徒
に

は
3
人
に
1
台
を
貸
与
す
る
。

生
徒
全
員
に
配
布
す
る
の
は
い

つ
か
。

２
０
２
０
～
２
０
２
１
年
ま
で

に
配
布
す
る
よ
う
に
計
画
し
て

い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
授
業
で
ど
の
よ

う
な
使
い
方
を
す
る
の
か
。

教
室
の
授
業
だ
け
で
な
く
、
校

外
の
授
業
で
も
使
用
す
る
。

【
Ｗ
ⅰ
‐
Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
構
築
】

Ｗ
ⅰ
‐
Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
構
築
業

務
委
託
お
よ
び
既
設
Ｗ
ⅰ
‐
Ｆ

ｉ
ス
ポ
ッ
ト
設
定
変
更
業
務
委
託
の
内

容
は
。中

央
公
民
館
と
総
合
体
育
館
に

新
た
に
防
災
Ｗ
ⅰ
‐
Ｆ
ｉ
を
整

備
す
る
。
既
設
の
マ
リ
ン
テ
ラ
ス
や
釜

の
里
等
に
設
置
し
て
い
る
Ｗ
ⅰ
‐
Ｆ
ｉ

の
利
便
性
を
高
め
る
整
備
を
行
う
。

【
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
】

中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

は
空
き
教
室
に
つ
い
て
も
設
置

す
る
の
か
。

普
通
教
室
、
特
別
教
室
お
よ
び

職
員
室
の
み
設
置
予
定
で
あ
る
。

空
き
教
室
へ
の
設
置
は
予
定
し
て
な

い
。

【
庁
舎
改
修
】

事
務
室
改
修
設
計
委
託
お
よ
び

外
壁
改
修
工
事
の
内
容
は
。

事
務
室
改
修
設
計
委
託
は
、
主

に
1
階
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
大
部

分
を
ロ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
に
変
え
る
た
め

の
設
計
委
託
で
あ
る
。
外
壁
改
修
工
事

は
外
壁
タ
イ
ル
の
ひ
び
割
れ
を
補
修

し
、
シ
ー
ト
張
に
改
修
す
る
。

【
国
に
対
す
る
町
長
の
姿
勢
が
問
題
】

　
　
　
　
　
　 

川
上
誠
一
議
員

　
平
成
31
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
中
学

校
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
等
の
住
民
要
望

に
応
え
る
予
算
は
評
価
で
き
る
が
、「
保

険
あ
っ
て
介
護
な
し
」
の
介
護
保
険
へ

の
拠
出
金
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
予

算
に
は
反
対
だ
。

　
ま
た
、
町
長
の
国
の
政
治
に
対
す
る

政
治
姿
勢
に
は
同
意
で
き
な
い
。

　
憲
法
9
条
改
定
や
消
費
税
増
税
、
沖

縄
県
民
に
対
す
る
地
方
自
治
を
踏
み
に

じ
る
言
語
道
断
の
安
倍
政
治
を
容
認
す

る
の
で
は
な
く
、
国
の
政
治
が
住
民
に

不
利
益
を
及
ぼ
す
と
き
、
毅
然
と
対
峙

し
、
意
見
す
る
の
が
町
長
の
役
割
だ
。

現在使用している電子黒板（平成 30 年度導入）

新　

体　

制

３
月
定
例
会

一 
般 
質 

問

答 問問答

問答問答問答

問答

外壁タイルを改修予定の庁舎

反
対

カウンターの高さの変更を検討します

議会だよりあしやです⑦ 2019 年 6 月 1日　第 201 号



　
芦
屋
中
央
病
院
跡
地
の
有
効
か
つ
合

理
的
な
活
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め

の
委
員
会
を
設
置
す
る
。

◆
検
討
内
容
：
中
央
病
院
跡
地
活
用
の

　
方
向
性
及
び
構
想

◆
構
成
委
員
：
15
人
以
内
（
専
門
知
識

　
を
有
す
る
者
ほ
か
）　

病
院
跡
地
活
用
の
検
討
に
つ
い

て
議
会
と
の
協
議
や
、
住
民
参

画
の
中
で
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
今
回
提
案
し
た
理
由
は
。

28
年
度
か
ら
30
年
度
に
か
け
、

職
員
内
部
で
検
討
し
て
き
た
が
、

改
め
て
専
門
家
等
を
含
め
た
委
員
会
を

設
置
す
る
。
議
会
と
の
協
議
や
、
住
民

の
意
見
を
広
く
求
め
る
た
め
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

建
物
（
旧
病
院
）
を
含
め
て
検

討
す
る
の
か
。

土
地
お
よ
び
建
物
の
活
用
も
含

め
て
今
後
検
討
す
る
こ
と
に
な

る
。

【
病
院
跡
地
活
用
は
民
意
を
深
め
よ
】

妹
川
征
男
議
員

　
病
院
跡
地
活
用
に
つ
い
て
、
町
民
の

関
心
は
非
常
に
強
い
。
検
討
委
員
は
15

人
以
内
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
限
ら

れ
た
人
数
で
検
討
す
る
の
は
ま
ず
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
、
意
見
を
持
つ

町
民
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、

そ
れ
を
ま
と
め
た
後
に
芦
屋
中
央
病
院

跡
地
検
討
委
員
会
条
例
を
制
定
し
、
精

査
す
る
。
そ
れ
が
、
今
問
わ
れ
て
い
る

住
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
趣
旨
で

あ
る
。
し
か
も
町
職
員
は
住
民
参
画
職

員
研
修
会
、活
用
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

先
進
地
視
察
で
得
た
情
報
や
ア
イ
デ
ア

を
持
っ
て
い
る
が
、
私
た
ち
議
員
は
そ

の
内
容
を
一
切
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。

新
年
度
に
な
っ
て
提
案
し
直
す
べ
き
で

あ
る
。

災
害
時
等
に
町
福
祉
避
難
所
へ
の
人
的

派
遣
・
福
祉
避
難
所
の
施
設
利
用
に
係

る
協
定
を
締
結　

①
芦
屋
町
と
「
社
会
福
祉
法
人
遠
賀
中

間
会
」
と
の
間
で
、
災
害
時
等
に
「
み

ど
り
園
」
の
生
活
支
援
員
を
町
福
祉
避

難
所
へ
派
遣
す
る
協
定
を
締
結
。

②
芦
屋
町
と
「
社
会
福
祉
法
人
ま
つ
か

ぜ
会
」、「
社
会
福
祉
法
人
孝
徳
会
」
お

よ
び
「
社
会
福
祉
法
人
正
勇
会
」
と
の

間
で
、
各
法
人
が
所
有
す
る
町
内
の
施

設
を
在
宅
の
重
度
介
護
者
な
ど
の
避
難

施
設
と
し
て
利
用
で
き
る
協
定
を
締

結
。

③
芦
屋
町
と
「
社
会
福
祉
法
人
ま
つ
か

ぜ
会
」
お
よ
び
「
社
会
福
祉
法
人
孝
徳

会
」
と
の
間
で
、
は
い
か
い
高
齢
者
な

ど
を
保
護
し
た
場
合
の
一
時
保
護
施
設

と
し
て
利
用
で
き
る
と
す
る
契
約
を
締

結
。
　

芦
屋
中
央
病
院
跡
地

　
　
　
　

の
活
用
を
検
討
！

新　

体　

制

３
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

芦
屋
中
央
病
院
跡
地
検
討
委
員

会
設
置
条
例
の
制
定

　
　
　
　（
賛
成
多
数
・
可
決
）

問

答 問

答反
対

条　例

行政報告とは・・・

町長が議会を通じて町の重要な

問題の経過等を住民に報告する

ものです。ここでは、平成 30

年 12 月から平成 31 年 2 月ま

での行政報告の一部を掲載して

います。

行政報告

利活用が検討される中央病院跡地

議会だよりあしやです ⑧2019 年 6 月 1日　第 201 号



　
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
し
、
町
の
責
務
や
町
民
お

よ
び
事
業
者
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
、

全
て
の
町
民
が
障
が
い
の
有
無
に
よ
っ

て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互

に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら

共
生
す
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

◆
町
の
責
務

　
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
施
策

　
を
町
民
、
事
業
者
お
よ
び
県
等
と
の

　
連
携
を
図
り
な
が
ら
実
施
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。

◆
事
業
者
の
役
割

　
町
が
実
施
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進

　
に
関
し
、
町
が
実
施
す
る
施
策
に
協

　
力
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

◆
町
民
の
役
割

　
①
障
が
い
及
び
障
が
い
の
あ
る
人
に

　
対
す
る
理
解
を
深
め
、
差
別
の
解
消

　
の
推
進
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る

　
よ
う
努
め
る
。

　
②
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合

　
い
な
が
ら
、
共
に
生
き
る
社
会
の
構

　
築
に
寄
与
す
る
よ
う
努
め
る
。

地
域
協
議
会
の
取
り
組
み
を
、

芦
屋
町
障
害
福
祉
計
画
推
進
委

員
会
に
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
推
進
委
員
会
設
置
条
例
に
地
域

協
議
会
に
関
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
明
記
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

今
後
検
討
し
て
い
く
。

　

　
総
合
振
興
計
画
の
策
定
に
お
い
て
、

学
識
経
験
者
も
含
め
、
よ
り
多
く
の

方
々
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
委

員
の
構
成
人
数
を
増
員
す
る
。

委
員
を
20
名
か
ら
25
名
に
改
め

る
が
、
な
ぜ
か
。

住
民
参
画
を
踏
ま
え
、
多
く
の

人
々
の
声
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、

委
員
の
構
成
人
数
を
増
や
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
な
お
、
第
６
次
総
合
振
興

計
画
策
定
に
あ
た
り
、
審
議
会
は
平
成

31
年
度
８
月
か
ら
審
議
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
31
年
度
は
３
回
程
度
、
次
年
度
は

５
回
程
度
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
の
住
民
参
画
手
法
を

取
り
入
れ
、
町
の
将
来
に
ふ
さ
わ
し
い

内
容
に
ま
と
め
る
。

　　　
任
期
満
了
に
伴
い
、
吉
永
和
子
氏
を

再
度
選
任
す
る
。

　

新　

体　

制

３
月
定
例
会

一 
般 
質 

問

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の

制
定　
　
（
満
場
一
致
・
可
決
）

総
合
振
興
計
画
審
議
会
条
例
の

改
正　
　
（
賛
成
多
数
・
可
決
）

問

答 問

答

人
　
事

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
同
意　
　

（
満
場
一
致
・
同
意
）

障がい福祉サービス事業所みどり園

芦屋港レジャー港化のイメージ図

注
４

※
注
４
：
地
域
協
議
会

地
域
住
民
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、

自
治
体
が
設
け
る
協
議
会

議会だよりあしやです2019 年 6 月 1日　第 201 号⑨



◆
調
査
結
果
ま
と
め

　
本
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
妹
川
議

員
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
関
す
る

一
般
質
問
で
の
発
言
や
行
動
に
、
一
事

業
者
へ
の
利
益
誘
導
の
事
実
が
あ
っ
た

か
ど
う
か
の
真
偽
確
認
を
行
っ
て
き
た

が
、
調
査
の
結
果
、
一
事
業
者
へ
の
利

益
誘
導
の
事
実
を
裏
付
け
る
証
拠
と
な

る
よ
う
な
も
の
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
一
連
の
言
動

だ
け
で
、
利
益
誘
導
に
当
た
る
と
は
判

断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
芦
屋
町
政
治
倫
理

条
例
第
３
条
に
は
、「
町
民
全
体
の
代

表
者
と
し
て
品
位
と
名
誉
を
損
な
う
よ

う
な
一
切
の
行
為
を
慎
み
、
そ
の
職
務

に
関
し
て
不
正
の
疑
惑
を
持
た
れ
る
お

そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
な
い
こ
と
。」

と
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
鑑
み
れ
ば
、
本
委
員
会
を
設

置
し
て
調
査
す
る
に
至
っ
た
こ
と
に

は
、「
こ
の
事
業
者
は
い
い
」、「
こ
の

事
業
者
は
悪
い
」
と
も
受
け
取
れ
る
一

般
質
問
で
の
発
言
や
、
一
事
業
者
と
同

行
し
て
役
場
を
訪
問
す
る
な
ど
一
事
業

者
へ
の
肩
入
れ
と
も
取
れ
る
行
動
に
も

要
因
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
全
議
員
が
今
回

の
件
を
議
会
議
員
と
し
て
の
モ
ラ
ル
の

問
題
と
捉
え
、
一
人
一
人
が
議
場
と
い

う
公
の
場
に
お
け
る
発
言
で
あ
る
こ
と

を
十
分
認
識
し
、
お
の
ず
か
ら
節
度
の

あ
る
行
動
を
心
が
け
、
議
会
議
員
と
し

て
の
責
務
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

【
報
告
書
に
謝
罪
を
載
せ
る
べ
き
だ
】

刀
根
正
幸
議
員

　
個
人
を
大
変
に
傷
つ
け
た
こ
と
に
対

す
る
謝
罪
の
意
を
委
員
会
で
文
章
的
に

報
告
書
に
表
現
す
べ
き
で
あ
る
。
人
間

の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
内
容
に

な
っ
た
と
き
に
は
き
ち
ん
と
謝
罪
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
こ
の
報
告

書
に
は
反
対
す
る
。

【
報
告
書
を
ま
と
め
た
立
場
か
ら
賛
成
】

辻
本
一
夫
議
員

　
報
告
書
に
記
載
の
と
お
り
、
隣
接
地

権
者
か
ら
直
接
聞
き
た
か
っ
た
が
、「
も

う
関
り
た
く
な
い
」。
県
担
当
課
も「
何

度
か
お
見
え
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
上

の
こ
と
は
言
え
な
い
」、
妹
川
議
員
を

招
致
し
た
が
、「
そ
れ
は
答
え
る
必
要

は
な
い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
動
議
に

賛
成
さ
れ
た
方
は
、
真
偽
確
認
を
し
な

い
と
い
け
な
い
と
い
う
思
い
だ
っ
た
と

思
う
。
結
果
と
し
て
、
利
益
誘
導
に
繋

が
っ
て
い
な
い
の
か
と
い
う
の
は
、
別

の
話
で
あ
り
、
真
偽
の
確
認
が
で
き
な

か
っ
た
だ
け
の
報
告
と
な
っ
た
。
よ
っ

て
、
報
告
書
を
ま
と
め
た
立
場
か
ら
賛

成
で
あ
る
。

新　

体　

制

３
月
定
例
会

一 

般 

質 

問

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
係
る

言
動
に
対
す
る
調
査
特
別
委
員

会
報
告
（
賛
成
少
数
・
不
承
認
）

反
対

【
調
査
不
十
分
で
あ
る
】横

尾
武
志
議
員

　

こ
の
報
告
書
は
全
く
調
査
不
十
分
で

あ
る
。
隣
接
地
権
者
に
聞
き
取
り
調
査

を
断
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
区
へ
の
聞
き

取
り
等
他
に
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。
妹

川
議
員
へ
の
聞
き
取
り
調
査
も
回
答
を

得
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

　
利
益
誘
導
に
抵
触
し
て
い
る
か
調
べ

る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
特
別
委
員
会
だ

が
、そ
の
調
査
が
全
く
で
き
て
い
な
い
。

も
う
一
度
調
査
す
べ
き
だ
。
こ
の
報
告

書
で
は
調
査
不
十
分
と
考
え
る
た
め
、

反
対
す
る
。

【
皆
様
の
御
指
摘
ど
お
り
調
査
不
十
分
】

松
岡
泉
議
員

　

私
は
本
特
別
委
員
会
の
委
員
と
し

て
、
委
員
会
で
は
本
報
告
書
に
賛
成
し

て
い
た
。
し
か
し
、
質
疑
の
中
や
討
論

で
の
指
摘
を
勘
案
し
た
結
果
、
調
査
が

不
十
分
な
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
、
本

報
告
書
に
反
対
す
る
。

賛
成

反
対

反
対

不承認 そ
の
他

議会だよりあしやです ⑩2019 年 6 月 1日　第 201 号



　
芦
屋
町
が
定
め
た
第
２
期
中
期
目
標

に
基
づ
き
、
芦
屋
中
央
病
院
が
作
成
し

た
第
２
期
中
期
計
画
（
医
療
サ
ー
ビ
ス

な
ど
病
院
が
実
施
す
る
具
体
的
な
計

画
）
を
認
可
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会

の
議
決
を
求
め
る
。

２
月
15
日
に
発
行
し
た
議
会
だ
よ
り

２
０
０
号
の
訂
正

　「
田
島
議
員
の
辞
職
勧
告
決
議
案
」

の
動
議
に
お
け
る
辻
本
議
員
の
賛
成
討

論
文
面
中
の「
商
工
会
に
は
挨
拶
程
度
」

を
「
商
工
会
に
は
謝
罪
文
を
持
参
の
う

え
謝
罪
さ
れ
た
が
」
に
訂
正
し
ま
す
。

　　

　
貝
掛
議
員
よ
り
発
言
の
申
し
出
が
あ

り
ま
し
た
。
昨
年
12
月
の
定
例
会
に
お

い
て
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
係
る

言
動
に
対
す
る
調
査
特
別
委
員
会
設
置

を
求
め
る
動
議
」
提
出
に
あ
た
り
、
趣

旨
説
明
の
中
で
次
の
２
点
に
お
い
て
当

該
者
で
あ
る
妹
川
恵
美
子
氏
の
名
誉
を

著
し
く
傷
つ
け
、
精
神
的
な
苦
痛
を
与

え
た
と
し
て
深
い
お
詫
び
と
謝
罪
を
行

い
ま
し
た
。

・ 

評
議
委
員
予
定
者
を
評
議
員
と
勘
違

い
し
、
事
実
と
異
な
る
発
言
を
し
た

こ
と

・ 

妹
川
議
員
が
一
事
業
者
と
同
行
し
て

役
場
を
訪
問
し
た
と
い
う
趣
旨
の
発

言
が
、
そ
の
文
脈
か
ら
奥
様
の
妹
川

恵
美
子
氏
が
一
事
業
者
と
同
行
し
て

役
場
を
訪
問
し
た
と
捉
え
ら
れ
る
た

め
、
誤
解
を
生
じ
る
内
容
で
あ
っ
た

こ
と

　

　
年
度
内
の
所
要
見
込
額
が
ほ
ぼ
確

定
し
た
た
め
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

2
億
７
９
０
０
万
円
を
最
終
的
に
減
額

補
正
す
る
。

　
歳
入
で
は
、
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整

備
調
整
交
付
金
事
業
基
金
繰
入
金
の
増

額
、
事
業
費
確
定
に
よ
る
公
営
住
宅
建

設
事
業
債
等
を
減
額
。
歳
出
で
は
、
特

定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
事

業
元
金
積
立
金
の
増
額
の
ほ
か
年
度
内

の
所
要
額
確
定
に
よ
る
不
用
額
の
減
額

を
し
て
い
る
。

タ
ウ
ン
バ
ス
使
用
料
（
運
賃
）

が
70
万
円
増
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
要
因
と
遠
賀
町
民
の
利
用
状

況
は
。夏

場
の
利
用
者
が
増
加
し
た
た

め
。
遠
賀
町
の
方
の
利
用
は
全

体
の
約
10
％
で
あ
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
報
酬

２
４
０
万
円
減
額
の
理
由
は
。

２
名
の
隊
員
が
任
期
満
了
と
な

る
の
で
30
年
度
は
新
た
に
１
名

の
募
集
を
2
回
行
っ
た
が
、
採
用
者
が

い
な
か
っ
た
。

企
業
債
が
11
億
２
３
３
５
万
円

繰
上
償
還
と
な
っ
て
い
る
が
、

残
高
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

今
回
の
補
正
で
起
債
の
残
高
は

ゼ
ロ
に
な
る
。

繰
上
償
還
に
よ
る
支
払
い
利
息

の
減
額
は
い
く
ら
か
。

約
１
０
０
０
万
円
の
支
払
い
が

不
要
と
な
っ
た
。
　

新　

体　

制

３
月
定
例
会

一 
般 
質 

問

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

補
正
予
算

地
方
独
立
行
政
法
人
芦
屋
中
央

病
院
第
２
期
中
期
計
画
の
認
可

　
　
　
　
（
賛
成
多
数
・
可
決
）

問 答 問

答問答 問 答

訂
正

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

（
賛
成
多
数
・
可
決
） 任期満了となった地域おこし協力隊。

3 年間お疲れ様でした

発
言
の
申
し
出
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　26 議案の表決にあたり、意見がわかれた議案の賛否について掲載しています。掲

載のない 15 議案は、満場一致で可決されました。

３月定例会意見がわかれた議案の賛否一覧

○：賛成、×：反対、除：除斥を表しています。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 賛
　
成

反
　
対

審議

結果議案名 / 議員名 内
海
松
岡
今
田
刀
根
妹
川
貝
掛
田
島
辻
本
川
上
松
上
横
尾
小
田

芦屋中央病院跡地検討委員会設置条例の制定 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ － ９ ２ 可決

芦屋町総合振興計画審議会条例の一部を改正する条例の制

定
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 １ 可決

地方独立行政法人芦屋中央病院第２期中期計画の認可 ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ８ ３ 可決

平成 30 年度芦屋町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 １ 可決

平成 30 年度芦屋町地方独立行政法人芦屋中央病院貸付金

特別会計補正予算（第１号）
○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ９ ２ 可決

平成 30 年度芦屋町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ － 10 １ 可決

平成 30 年度芦屋町モーターボート競走事業会計補正予算

（第２号）
○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 １ 可決

平成 31 年度芦屋町一般会計予算 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ － ８ ３ 可決

平成 31 年度芦屋町地方独立行政法人芦屋中央病院貸付金

特別会計予算
○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ９ ２ 可決

平成 31 年度芦屋町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ － ９ ２ 可決

平成 31 年度芦屋町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ － ９ ２ 可決

平成 31 年度芦屋町モーターボート競走事業会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 １ 可決

特別養護老人ホームに係る言動に対する調査特別委員

会報告
× × × × 除 ○ × ○ × ○ × － ３ ７

不承

認

議長には、賛否の意思表示をする表決権がありません。ただし、賛成・反対が同数になった場合、可否

を決める裁決権があります。
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一般質問 町政を問う
　３月６日に議員４人が一般質問を行いました。

　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針等について

所信を聞き、報告や説明を求め疑問点をただすことです。質問する議員は、事前に質問通告書を提

出し、本会議において１人 60 分の制限時間内で質問を行っています。

　議会だよりでは、質問した議員が自ら記事を作り掲載していますが、紙面の都合上、要約してい

ます。一般質問の会議録は、議会事務局や芦屋町ホームページで閲覧できます。

ページ 質問議員 質問事項

14 川上 誠一
◎学校給食の無償化

◎国民健康保険税

15 松上 宏幸 ◎芦屋町武道館の建設

16 妹川 征男

◎各自治区の行事

○芦屋港のレジャー港化

○特養に関する町の対応

17 田島 憲道 ◎芦屋港活性化基本計画の今後の検討課題

◎：記事掲載あり　　○：記事掲載なし

会議録
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子育て支援、定住促進のために
給食の無償化を行うべきでは

川
かわ

上
かみ

誠
せい

一
いち

一
年
間
に
保
護
者
の
負
担
す

る
給
食
費
は
い
く
ら
か
。

小
学
生
で
４
万
５
１
０
０
円
、

中
学
生
で
５
万
２
８
０
０
円
。

文
科
省
の
調
べ
に
よ
る
と
、

教
育
に
係
る
保
護
者
の
負
担

は
給
食
費
に
加
え
副
材
費
、
修
学
旅

行
費
な
ど
小
学
生
で
年
間
約
10
万

円
、
中
学
生
で
約
18
万
円
の
負
担
が

必
要
と
な
る
。
さ
ら
に
中
学
生
で
は

受
験
の
た
め
の
塾
費
用
が
20
万
円
以

上
で
あ
り
、父
母
（
特
に
多
子
世
帯
）

の
負
担
は
大
き
い
。
全
国
の
３
割
の

自
治
体
（
５
０
０
以
上
）
が
無
償
化

お
よ
び
一
部
無
償
化
を
実
施
。
芦
屋

町
で
も
実
施
す
べ
き
で
は
。

保
護
者
が
負
担
し
て
い
る
給

食
費
は
全
額
を
賄
材
料
費
に

充
当
し
て
お
り
、
そ
の
額
は
適
正
な

受
益
者
負
担
と
考
え
る
。
完
全
無
償

化
に
は
年
間
６
０
０
０
万
円
か
か

り
、
予
算
の
継
続
的
確
保
が
必
要
な

た
め
、
難
し
い
。

文
科
省
の
調
査
で
も
給
食
の

無
償
化
は
食
育
の
推
進
、
保

護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
子
育

て
支
援
、
移
住
・
定
住
促
進
等
の
成

果
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
少
子
化
・

人
口
減
少
対
策
・
定
住
促
進
の
た
め

行
う
べ
き
で
な
い
か
。

財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
大

き
な
課
題
だ
。
し
か
し
、
定

住
促
進
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
完

全
無
償
化
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
い

ろ
い
ろ
な
補
助
の
仕
方
が
あ
る
の
で

検
討
し
、
速
や
か
に
実
施
し
た
い
。

全
国
知
事
会
は
高
す
ぎ
る
国

保
税
を
協
会
け
ん
ぽ
並
み
に

す
る
た
め
、
公
費
１
兆
円
を
入
れ
、

保
険
料
引
き
下
げ
を
求
め
て
い
る
。

町
は
住
民
の
命
と
医
療
制
度
を
守
る

観
点
か
ら
ど
う
考
え
る
か
。

国
保
を
持
続
可
能
な
制
度
に

す
る
た
め
、
県
と
共
同
で
国

保
運
営
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
県

が
財
政
運
営
の
主
体
と
な
り
制
度
の

安
定
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

公
費
投
入
に
つ
い
て
は
要
望
す
る
。

国
保
の
均
等
割
は
多
子
世
帯

の
国
保
税
の
負
担
が
増
え
、

子
育
て
支
援
に
逆
行
す
る
。
国
は
少

子
化
対
策
で
子
ど
も
を
産
め
と
言
う

が
、
子
ど
も
を
産
む
ほ
ど
税
金
は
上

が
る
。
子
育
て
支
援
の
立
場
か
ら
第

３
子
以
降
の
免
除
を
行
う
自
治
体
が

あ
る
。
町
で
も
で
き
な
い
の
か
。

国
保
の
負
担
減
額
や
均
等
割

の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
は
、

国
の
施
策
と
し
て
要
望
す
る
。

定住促進のため無償化は必要だ。
補助の仕方を検討し実施したい

町長

問答

答

問

問

問

答

給食時間の様子

問答答
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学
校
給
食
の
無
償
化

国
民
健
康
保
険
税
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４人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　

松
まつ

上
がみ

宏
ひろ

幸
ゆき

総合管理計画に基づき計画策定
し、必ずテーブルにのせたい

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
は
15
団

体
、
２
６
１
名
が
参
加
し
、

練
習
に
励
ん
で
い
る
。
８
団
体
が
小

中
学
校
の
体
育
館
を
使
用
し
て
い
る

が
、
小
中
学
校
の
本
来
の
授
業
に
支

障
は
な
い
の
か
。

小
中
学
校
の
体
育
館
は
、
学

校
教
育
活
動
に
支
障
の
な
い

範
囲
に
お
い
て
、
各
団
体
等
の
使
用

を
認
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な

お
、
申
し
込
み
や
利
用
登
録
は
生
涯

学
習
課
で
管
理
し
て
い
る
。

芦
屋
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
は
昭

和
33
年
に
創
設
さ
れ
、
芦
屋

中
学
校
体
育
館
の
１
階
を
借
り
て
、

練
習
に
励
ん
で
き
た
。
だ
ん
だ
ん
と

部
員
数
も
増
え
、
狭
く
な
っ
た
た
め

行
政
に
お
願
い
し
、
畳
の
枚
数
を
増

や
し
て
も
ら
い
、
安
心
し
て
安
全
に

練
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
部

員
数
も
さ
ら
に
増
え
、
実
力
が
つ
い

て
き
た
。
平
成
９
年
か
ら
は
国
際
交

流
協
会
の
計
ら
い
で
日
韓
親
善
柔
道

大
会
に
参
加
し
、
韓
国
の
選
手
と
互

角
に
戦
っ
た
。
柔
道
を
通
じ
て
韓
国

の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を
深
め
る
と

と
も
に
、
韓
国
の
歴
史
や
文
化
を
学

び
、
計
３
回
（
平
成
９
年
、
平
成
12

年
、
平
成
14
年
）
も
立
派
に
日
韓
親

善
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
顧
み
る
と
、
昭
和
33
年
に
芦
屋
町

少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
が
創
設
さ
れ
て
以

来
先
輩
諸
兄
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
の

結
果
と
し
て
、
昨
年
暮
れ
に
は
、
栄

え
あ
る
創
立
60
周
年
記
念
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
芦
屋
町
少
年
柔

道
ク
ラ
ブ
は
一
生
懸
命
練
習
に
励

み
、力
を
つ
け
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、

武
道
館
の
建
設
に
つ
い
て
何
年
も
前

か
ら
要
望
し
て
き
た
が
、
い
ま
だ
に

実
現
で
き
て
い
な
い
の
が
現
実
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
町
長
は
ど

う
考
え
る
の
か
。

平
成
28
年
度
に
芦
屋
町
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策

定
し
た
。
こ
の
管
理
計
画
の
中
に
武

道
館
も
含
ま
れ
て
い
る
。
今
後
は
、

総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
長
寿
命

化
計
画
を
策
定
し
て
、
総
合
的
に
判

断
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
あ
る
が
、
教
育
基
本
法

も
改
正
さ
れ
、
中
学
生
の
武
道
の
必

須
化
と
い
う
こ
と
が
打
ち
出
さ
れ
て

い
る
た
め
、
最
優
先
し
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
案
だ
と
思
っ

て
い
る
。
少
し
時
間
が
か
か
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
必
ず
テ
ー
ブ

ル
に
の
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

柔道クラブの練習風景

芦
屋
町
武
道
館
の
建
設

問答問

答

以前から要望していた武道館
建設について町長の考えは

町長
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芦屋町町づくり餅つき大会を計
画してみたらどうか

区
民
の
自
治
区
加
入
率
が
低

下
す
る
中
、
区
長
や
役
員
は

自
治
区
加
入
率
向
上
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
加
入
率
は

低
下
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
。

「
社
会
が
便
利
に
な
り
共
同

の
必
要
性
を
感
じ
ら
れ
な
く

な
っ
た
」、「
直
接
関
係
な
い
こ
と
に

興
味
が
な
い
」、「
家
庭
の
日
常
生
活

が
一
杯
な
の
で
地
域
に
関
わ
る
余
裕

も
な
い
」
な
ど
で
あ
る
。

昔
は
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」、

今
は
逆
に
「
隣
は
何
を
す
る

人
ぞ
」
と
人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ

て
い
る
。
各
区
で
取
り
組
ん
で
い
る

イ
ベ
ン
ト
は
。

町
民
体
育
祭
へ
の
参
加
、
餅

つ
き
、
盆
踊
り
、
バ
ス
ハ
イ

ク
等
。
餅
つ
き
を
行
っ
て
い
る
区
は

昨
年
11
区
と
把
握
し
て
い
る
。

餅
つ
き
は
非
常
に
喜
ば
し
い
。

餅
つ
き
の
由
来
は
稲
作
農
家

の
食
文
化
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
餅
つ
き
は
１
人
で
は
で
き
な

い
。
餅
つ
き
は
参
加
者
の
連
帯
感
を

高
め
、
喜
び
合
え
る
こ
と
で
社
会
的

意
義
が
あ
り
、
同
時
に
伝
統
文
化
の

継
承
に
つ
な
が
り
、効
果
的
で
あ
る
。

現
在
、地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、

子
ど
も
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
も
と
小

学
校
、
保
育
園
、
幼
稚
園
等
も
全
国

的
に
普
及
し
て
い
る
。
は
ま
ゆ
う
区

も
餅
つ
き
大
会
を
始
め
て
３
年
目
。

経
費
削
減
の
た
め
に
薪
や
廃
材
を
集

め
た
り
、
ま
た
大
根
な
ど
を
持
ち

寄
っ
た
り
し
て
餅
つ
き
大
会
の
た
め

に
多
く
の
方
々
が
関
わ
っ
て
い
る
。

老
若
男
女
が
集
ま
っ
て
餅
を
つ
き
楽

し
ん
だ
。
そ
こ
か
ら
皆
の
連
帯
感
が

深
ま
り
、喜
び
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

区
に
入
っ
て
い
な
い
人
に
も
呼
び
か

け
、
区
の
一
員
と
し
て
迎
え
ら
れ
て

い
る
と
い
う
満
足
感
が
芽
生
え
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
芦
屋
町
餅

つ
き
大
会
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

餅
つ
き
指
導
者
養
成
を
行
い
、
商
工

会
、
観
光
協
会
、
企
業
の
協
力
を
得

て
芦
屋
町
餅
つ
き
大
会
を
開
催
し
て

は
ど
う
か
。
総
合
体
育
館
前
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
な
ど
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
各

地
区
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
は
ど
う

か
。
各
区
が
臼
や
杵
な
ど
持
ち
寄
っ

て
10
個
く
ら
い
並
べ
る
計
画
を
企
画

し
、
餅
つ
き
大
会
に
参
加
す
る
。
マ

ス
コ
ミ
を
呼
ん
で
、
芦
屋
町
観
光
の

目
玉
に
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
ら
ど
う
か
。

良
い
提
案
だ
。
各
区
長
の
協

力
が
な
い
と
で
き
な
い
が
、

提
案
が
あ
っ
た
こ
と
を
区
長
会
会
長

に
伝
え
た
い
。

提案があったことを区長会会長に
伝えたい

町長

老若男女で賑わった餅つき

問答答問 問

妹
いも

川
かわ

征
いく

男
お

答

新　
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事
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町
民
が
一
番
危
惧
す
る
こ
と

は
飛
砂
問
題
だ
。
ボ
ー
ト
パ
ー

ク
に
係
留
す
る
利
用
者
も
船
の
管
理

や
整
備
上
、
心
配
せ
ざ
る
を
得
な
い

が
、
所
感
を
尋
ね
る
。

現
在
の
堆
積
し
て
い
る
砂
お

よ
び
飛
砂
の
影
響
に
つ
い
て

検
討
委
員
か
ら
も
大
変
危
惧
す
る
意

見
が
出
て
い
る
。
福
岡
県
は
ボ
ー
ト

パ
ー
ク
整
備
の
基
本
設
計
の
際
に
調

査
、対
策
を
講
じ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

技
術
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
検
討
が
行
わ
れ
る
と
思
う
。

た
だ
し
、
飛
砂
対
策
は
、
町
全
体
の

こ
と
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
堆
砂
に
つ
い
て
も
、
早
急

に
対
応
す
る
よ
う
、
福
岡
県
に
は
今

後
も
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

バ
ス
路
線
延
長
や
バ
ス
停
新

設
が
予
算
に
あ
が
っ
て
い
る

が
、
詳
細
は
。

芦
屋
港
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

観
光
施
策
の
一
つ
と
い
う
考

え
方
だ
。
集
客
を
高
め
る
に
は
、
公

共
交
通
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
強
化
が
必

要
で
、
今
後
の
事
業
推
進
の
過
程
で

検
討
さ
れ
る
と
思
う
。

バ
ス
問
題
に
不
満
を
持
つ

町
民
は
非
常
に
多
い
。
今
、

折
尾
駅
の
再
開
発
事
業
費
総
額

８
４
０
億
円
に
市
民
は
大
き
な
期
待

を
寄
せ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
折
尾
駅

の
利
便
性
の
向
上
が
約
束
さ
れ
て
い

る
。
特
急
、
急
行
、
臨
時
列
車
な
ど

が
停
車
す
る
折
尾
駅
で
あ
る
の
で
、

海
浜
公
園
か
ら
折
尾
駅
ま
で
急
行
バ

ス
を
30
分
間
隔
で
回
す
こ
と
を
提
案

す
る
。
バ
ス
を
ダ
イ
レ
ク
ト
で
つ
な

ぎ
、
ハ
ブ
方
式
で
停
留
所
も
数
カ
所

に
集
約
す
れ
ば
、
片
道
25
分
程
度
の

運
行
が
で
き
る
の
で
は
と
考
え
る
。

特
に
、
土
日
の
運
行
を
強
化
す
る
。

町
長
か
ら
の
感
想
を
聞
く
。

こ
の
交
通
バ
ス
問
題
に
つ
い

て
は
、
勝
手
に
乗
り
入
れ
は

で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
も

含
め
て
、
い
ろ
ん
な
協
議
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
ま
さ
に
芦
屋
町
は

全
て
に
お
い
て
こ
れ
を
や
ら
な
い
と

人
が
来
な
い
。
相
手
の
あ
る
こ
と
だ

か
ら
、
連
携
中
枢
都
市
圏
の
協
定
を

結
ん
で
い
る
の
で
、
北
九
州
市
交
通

局
、
北
九
州
市
と
い
ろ
い
ろ
協
議
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
芦
屋

町
に
と
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
も
、
ま
た
通
学
通
勤
の
問
題
に
お

い
て
も
、
こ
れ
は
非
常
に
重
い
課
題

で
あ
る
と
考
え
る
。

公共バス問題は非常に重い課題で
北九州市との協議が重要

芦
屋
港
活
性
化
基
本
計
画
の

今
後
の
検
討
課
題

海浜公園から折尾駅まで急行バ
スを３０分間隔で走らせる

答

答問

問 問

町長

答

新　

体　

制

３
月
定
例
会

一 
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議
会
だ
よ
り
あ
し
や
で
す
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社
会
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福
岡
コ
ロ
ニ
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新
時
代
突
入
！
新
し
い

風
！
こ
れ
は
わ
た
く
し
が
選

挙
期
間
中
に
掲
げ
た
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

　
元
号
も
令
和
に
改
元
し
、

文
字
通
り
新
時
代
に
突
入
し

た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
新

人
議
員
５
名
の
新
し
い
風
が

ど
う
吹
い
て
い
く
の
か
自
分

も
楽
し
み
で
す
。
６
月
に
な

り
梅
雨
の
時
期
が
す
ぐ
そ
こ

ま
で
迫
っ
て
い
ま
す
。
湿
気

の
多
い
ジ
メ
ジ
メ
と
し
た
空

気
は
毎
年
ど
こ
か
嫌
な
気
持

ち
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

　
我
々
新
人
議
員
一
同
は
、

初
心
を
忘
れ
ず
に
、
い
つ
ま

で
も
さ
わ
や
か
な
風
を
町
に

吹
か
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

長
島
　
　
毅

【
発
行
責
任
者
】

　
議
　
長
　
　
横
尾
　
武
志

【
議
会
広
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常
任
委
員
会
】

　
委
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長
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誠
一
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委
員
長
　
長
島
　
　
毅

　
委
　
員
　
　
本
田
　
　
浩

　
委
　
員
　
　
信
国
　
　
浩

　
委
　
員
　
　
萩
原
　
洋
子

　
委
　
員
　
　
中
西
　
智
昭

議 

員 

控

 

室

町かど

インタビュー

めるへんは 1986 年、町の図書ボランティア講座を

受講し、10 名で発足しました。保育所や子供会、

老人会などへ出張し、紙芝居やパネルシアタ―、人

形劇等を上演されている団体です。代表の田口博美

さん他 7名の会員さんにインタビューしました。

議会を傍聴してみませんか？

次回の定例会は６月12日開会
を予定しています。

　本会議や委員会は、どなたでも傍聴できま

す。また、本会議は役場１階ロビーでライブ

中継をしています。
※ 日程は変更になる場合があり、最終決定は２月下旬

に開かれる議会運営員会で行われます。傍聴を希望

する方は議会事務局にお問い合わせください。

　（℡ 223-3579）

活
動
に
対
す
る
反
応
は
ど
う
で

す
か
？

と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
何
よ
り
も
自
分
た
ち
が

楽
し
ん
で
制
作
し
、
子
ど
も
た
ち
の
前

で
発
表
し
て
い
ま
す
。

め
る
へ
ん
活
動
で
困
っ
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
に
伴
い
、

新
規
メ
ン
バ
ー
（
若
い
方
）
の

参
入
を
望
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
将
来
的
に
消
滅
し
て
し
ま
い
そ
う
で

心
配
で
す
。
ま
た
、
音
響
機
器
と
ワ
イ

ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
が
あ
れ
ば
助
か
り
ま

す
。

運
営
費
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

ま
す
か
？

保
育
所
や
出
張
発
表
し
た
先
で

い
た
だ
く
謝
礼
等
で
材
料
を
購

入
し
て
い
ま
す
。

町
政
に
期
待
す
る
こ
と
は
何
で

す
か
？

・
昔
は
無
料
の
プ
ー
ル
が
あ
り
、

家
族
は
よ
く
利
用
し
て
い
た
た

め
、
町
営
の
安
い
プ
ー
ル
が
あ
る
と
い

い
と
思
い
ま
す
。
夏
の
海
水
浴
の
駐
車

料
金
も
町
民
に
関
し
て
は
無
料
や
割
引

を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

・
港
湾
レ
ジ
ャ
ー
計
画
は
如
何
な
も
の

か
と
思
い
ま
す
。

・
胃
検
診
や
大
腸
検
査
で
送
迎
付
き
の

病
院
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
中
央

病
院
も
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
で
す
。

・
以
前
の
よ
う
に
院
内
薬
局
に
し
て
ほ

し
い
で
す
。

・
国
民
宿
舎
の
入
浴
料
を
、
町
民
に
関

し
て
は
割
引
し
て
ほ
し
い
で
す
。

Ａ

Ｑ

ＱＱ Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

福岡県町村議会議長会
自治功労者表彰を受章 　

横
尾
武
志
議
員
が
福
岡
県

町
村
議
会
議
長
会
自
治
功

労
者
表
彰
を
受
章
（
在
職

23
年
以
上
）
さ
れ
、
３
月

５
日
に
議
場
で
伝
達
式
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
芦
屋
町
議
会
も

全
国
町
村
議
長
会
町
村
議

会
表
彰
を
受
章
し
ま
し
た
。受章された横尾武志議員

めるへん代表田口博美さん

議会だよりあしやです2019 年 6 月 1日　第 201 号 ⑱


